
                                 

 

 
           

８

月

２

日(

日)

午

後

４

時 

か

ら

高
森

神
社

に
お

い
て

北

高

森

納
涼

祭
が

開
催

さ
れ

ま

し
た
。
北
栄
会
太
鼓
部
の
子
ど

も
達
に
よ
る
「
迎
え
太
鼓
」
の

演

奏

が
始

ま
る

と
祭

り
の

雰

囲

気

が
盛

り
上

が
っ

て
き

ま

す
。
北
栄
会
山
田
会
長
の
挨
拶

で
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
で
す

。 
 

          

焼
き
鳥
、
焼
き
そ
ば
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
、
飲
み
物
な
ど
模

擬
店
の
ほ
か
４
台
の
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
が
出
店
し
大
盛
況
で

す
。
特
に
当
て
く
じ
は
子
ど
も

達
が
楽
し
み
に
し
て
い
て
「
最

後
尾
」
の
看
板
を
順
に
子
ど
も

達
が
受
け
継
い
で
い
く
と
い

っ
た
大
人
気
ぶ
り
で
す
。 

              

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
番
は
、
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
達
に
よ
る

ゲ
ー
ム
大
会
で
す
。
雨
対
策
の

た
め
場
所
を
児
童
館
に
移
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
達

の
大
歓
声
の
中
、
楽
し
く
て
ゲ

ー
ム
の
時
間
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
ま
し
た
。 

            

リ
ー
ダ
ー
の
皆
様
が
子
ど

も
達
を
熱
中
さ
せ
た
指
導
・
技

術
は
期
待
ど
お
り
で
し
た
。 

       
 

 

        

次
は
、
児
童
館
で
学
生
達
に

よ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
で

す
。
学
生
達
は
上
手
に
ゲ
ー
ム

を
進
行
し
ま
し
た
。
時
々
、
既

に
出
た
数
字
を
参
加
者
と
一

緒
に
確
認
し
て
、
集
中
さ
せ
て

い
ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ
に
な
っ
た

子
ど
も
達
の
景
品
を
受
け
取

る
様
子
は
嬉
し
そ
う
で
し
た
。 

境
内
で
盆
踊
り
が
始
ま
る

と
、
や
ぐ
ら
の
上
で
は
指
導
者

の
方
や
子
ど
も
達
が
、
周
り
で

は
大
勢
の
方
が
「
伊
勢
原
お
ど

り
」・「
お
祭
り
音
頭
」・「
ド
ラ

え
も
ん
音
頭
」
・
「
ズ
ン
パ
節
」 

・
「
炭
鉱
節
」
の
曲
に
合
わ
せ

て
賑
や
か
に
踊
り
ま
し
た
。 

休
憩
時
間
に
は
、
か
き
氷
が

配
布
さ
れ
、
ど
れ
を
選
ぶ
か
迷

っ
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
。 

や
ぐ
ら
の
上
で
は
子
ど
も

達
が
順
番
に
太
鼓
の
演
奏
を

し
て
、
練
習
の
成
果
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。 

休
憩
後
は
、
「
マ
ツ
ケ
ン
サ

ン
バ
」・「
ダ
ン
シ
ン
グ
ヒ
ー
ロ

ー
」・「
一
休
さ
ん
」
の
曲
に
合

わ
せ
て
大
勢
の
子
ど
も
達
が

元
気
一
杯
に
踊
り
ま
し
た
。 

お
楽
し
み
の
抽
選
会
で
は

４
等
か
ら
１
等
ま
で

10
人
の

方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
１
等

は
１
万
円
の
ク
オ
カ
ー
ド
で

す
。
ス
タ
ッ
フ
が
当
選
さ
れ
た

方
に
そ
の
時
の
心
境
を
訪
ね

る
と
、
喜
び
や
使
い
道
を
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

 

抽
選
会
後
も
子
ど
も
達
が

「
ダ
ン
シ
ン
グ
ヒ
ー
ロ
ー
」
等

の
踊
り
で
盛
り
上
が
り
、
や
ぐ

ら
の
上
で
も
大
人
と
子
ど
も

達
が
元
気
に
踊
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
ず
っ
と
踊
り
続
け

て
い
た
い
の
で
す
が
・
・
・
。 

今
年
も
大
勢
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
得
て
名
残
惜
し
く
も

終
了
し
ま
し
た
。
早
く
か
ら
の

準
備
と
当
日
の
運
営
、
後
片
付

け
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

長
寿
会
、
北
栄
会
、
消
防
団
、

き
た
た
か

Labo
、
地
区
役
員
、

運
営
協
力
員
、
資
金
協
力
を
し

て
い
た
だ
い
た
方
、
自
治
会
の

方
、
そ
の
他
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
大
勢
の
皆
様
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
「
思
い
出
づ
く
り
」
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

回 覧 

北
高
森
納
涼
祭
を
開
催 

 回覧後、地区委員保管 
 

 

令和８年９月発行：北高森自治会 

主な記事 

● 北高森納涼祭を開催 

● 大山灯籠（了の谷戸）今年も点灯 

● 森さん（宮下）グラウンドゴルフ大会で優勝 

● 成瀬地区体育祭は10月11日（日）開催 緑台小学校の田んぼの案山子 
納涼祭で踊りを指導してくださる方々  

迎え太鼓：祭りの開始を知らせてくれる

太鼓で、雰囲気を盛り上げてくれます。 

模擬店 

当てくじ：景品がずらりと掲示され、祭り

のムードは最高潮 

ジュニアリーダーのゲーム大会：子ども

達と保護者が輪をつくって楽しみます。 

キッチンカーは、 
クレープ、アイス春
巻、タコス、唐揚げ 

ビンゴゲーム大会 

ここが最後尾で～す。 



                                     

 

     

７
月
４
日(

土)
 

第
２
回
定

期
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
赤
坂
・

鳴
瀬
・
吾
妻
入
り
地
区
の
「
防

犯
灯
」
、
「
消
火
器
設
置
場
所
」

「
緊
急
避
難
場
所
」
等
の
確
認

を
し
な
が
ら
現
場
を
知
る
こ

と
に
務
め
ま
し
た
。
結
果
、
異

常
な
箇
所
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

    成
瀬
地
区
体
育
祭
は
、

10
月

11
日(

日)

午
前
９
時
か
ら
成

瀬
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
す
。 

種
目
は
、
○
小
学
１
～
３

年
：

50
Ｍ
競
走
○
小
学
４
～

６
年
：

８０
Ｍ
競
走
・
綱
引
き 

○
小
学
１
～
６
年
：
友
達
の
輪 

○
中
学
生
以
上
：
ジ
ャ
ン
ボ
縄

跳
び
・
二
人
三
脚
・
綱
引
き
・

1 5 0 0
Ｍ
競
走
・
む
か
で
競
走 

○

60
歳
以
上
と
小
学
１
～
３

年
：

玉
入
れ
○

60
歳
以
上
と

未
就
学
児
：
パ
ン
食
い
競
走
○

未
就
学
児
と
そ
の
親
：
親
子
で

シ
ュ
ポ
ッ
ポ 

参
加
ご
希
望
の
方
は
９
月

27
日
（
日
）
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

自
治
会
長 

髙
梨
宣
勝 

0
8
0
-
6
8
8
7
-
3
2
4
0
 

        

      
 

大
山
灯
籠
は
市
内
で
は
、
小

稲
葉
地
区
に
４
箇
所
、
高
森
に

１
箇
所
、
東
大
竹
に
１
箇
所
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

平
成

２９
年
３
月

２８
日
に
市
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
高
森
の

１
箇
所
は
、
７
丁
目
の
了
の
谷

戸
４
地
区
内
に
あ
り
ま
す
。 

以
下
高
森
神
社
吉
田
宮
司
さ

ん
の
文
書
を
引
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

「
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の

か
よ
く
分
り
ま
せ
ん
。
依
っ
て

年
代
は
不
詳
で
あ
り
ま
す
。
昔

は
農
家
の
方
誰
も
が
お
盆
に

は
大
山
阿
夫
利
神
社
に
行
っ 

     

て
参
拝
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

し
か
し
何
か
の
都
合
で
大
山

参
詣
に
行
か
れ
な
い
方
の
為

に
灯
籠
を
た
て
、
お
灯
り
【
ロ

ウ
ソ
ク
】
を
付
け
て
両
手
を
合

わ
せ
て
大
山
の
方
向
に
向
か

っ
て
田
植
え
や
畑
の
作
業
の

無
事
を
報
告
し
た
り
、
秋
に
五

穀
豊
穣
を
祈
っ
た
も
の
で
し

た
。
こ
の
辺
り
で
は
大
山
雨
降

神
社
と
も
呼
ば
れ
、
水
は
農
家

の
人
々
に
と
っ
て
特
に
大
切

で
あ
っ
た
為
に
豊
穣
の
信
仰

場
所
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 

（
こ
の
行
事
は
、
）
今
で
は

農

家

の
方

だ
け

で
な

く
非

農

家

の

方
も

取
り

行
な

っ
て

い

ま
す
。
今
後
も
良
き
民
族
振
興

と

し

て
存

続
し

て
い

か
な

け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
灯
籠

立
て
は
、
毎
年
７
月

２５
日
で

反

対

に
灯

籠
引

取
り

は
８

月

16
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
」 

灯

籠

を

立

て

る

当

番

の

家

は
、
毎
年
順
に
送
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在

11
軒
ほ
ど
の
家
が

毎

日

順
に

ロ
ウ

ソ
ク

に
灯

を

と
も
し
て
い
ま
す
。
翌
日
の
当

番

を

電
話

ま
た

は
口

頭
で

言

い
継
い
で
い
ま
す
。 

   
 

伊
勢
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
森
武
会
長
）
に
よ
る
「
第

40

回
伊
勢
原
市
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
」
が
５
月

27
日
、

市
総
合
運
動
公
園
自
由
広
場

で
開
催
さ
れ
た
。
個
人
戦
が
行

わ
れ
た
今
大
会
に
は
１
４
０
人

の
ク
ラ
ブ
会
員
が
参
加
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。
優
勝
を
飾

っ
た
の
は
北
高
森
長
寿
会
の
森

寿
江
さ
ん
。
（
転
載
元
６
月

26
日

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
）
森
さ
ん
は
、

「
や
っ
た
あ
。
最
高
！
」
と
喜

び
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

   

２
学
期
の
開
始
を
直
前 

に
控
え
、
８
月

２９
日 

有
志
の
方
々
で
学
校
の 

校
門
前
付
近
の
通
学
路 

を
整
備
し
ま
し
た
。 

７
月
１１
日
に
神
奈
川
県
温
泉
地
学

研
究
所
の
主
任
研
究
員
の
防
災
講
演

会
を
受
講
し
ま
し
た
。
講
師
は
、「
地

震
が
起
き
た
ら
命
を
守
れ
。
み
ん
な
が

大
変
に
な
る
。
私
は
人
生
で
一
番
長
く

過
ご
す
寝
室
に
倒
れ
る
も
の
を
置
い

て
い
な
い
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

９
月
１
日
は
防
災
の
日
。
日
頃
か
ら
災

害
に
備
え
た
い
も
の
で
す
。 

発 

行 

責 

任 

者 
 

高 

梨 

宣 

勝 

大
山
灯
籠
（
了
の
谷
戸
地
区
） 

今
年
も
灯
が
と
も
り
ま
し
た 

防
犯
防
災 

パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施 

   
かき氷の配布：子ども達（どれにしようか

迷うなあ。）大人（ばやく、はやく～う。） 

「マツケンサンバ」・「ダンシングヒーロ

ー」・「一休さん」の曲で元気一杯です。 

成
瀬
地
区
体
育
祭
は 

１０
月
１１
日
（
日
） 

抽選会：当選された方おめでとうござい

ます。みなさん、笑顔でした。 

森
さ
ん
（
宮
下
地
区
）
優
勝 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

森さん 

緑
台
小
学
校
通
学
路
の
環
境
整
備 

集 後 編 記 


